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社会政策 3年前期 2単位 菅谷  広宣

【 受講上の留意点 】
講義中は集中して話を聞き、適宜ノートをとるようにしてください。なお、特別の事情がない限り、遅刻や講義時間
中の教室の出入りは慎んでください。特にトイレ等は講義開始前に済ませておいてください。もちろん、講義時間中
の私語は厳禁です。

【 時間外での学習 】
次回の講義までに前回の講義内容の復習をしておいてください。その際、理解ができなかったことがらを調べ、それ
でもわからない場合にはオフィスアワーなどで質問してください。復習の目安時間は1〜2時間程度と考えてくださ
い。

【 成績評価 】
小テストを含む平常点30点、定期試験70点の計100点満点で評価します。

【 教科書・その他 】
教科書：特になし。必要に応じてプリントを配布します。
参考資料：生産性労働情報センター編『活用労働統計　2018―労使交渉の指標―生産性・賃金・物価関連統計』、社
会経済生産性本部生産性労働情報センター。

【 メールアドレス 】
sugaya(a)gifu-keizai.ac.jp
注意：(a)を＠に置き換えてください。

【 関連ホームページ】

[関連する資格・履修制限等]：

【ナンバリング】

【 授業の目的 】
社会政策の概念規定については従来より多様な議論がなされてきていますが、一般的には資本主義国家による社会的
諸問題、とりわけ労働問題への対応策であり、資本主義社会の長期的かつ安定的な維持を目的とする労働政策という
ことができます。したがって、本講義では、労働政策としての社会政策を理解することを目的にします。

【 到達目標 】
講義を通じて経済・社会と労働のあり方を理解するとともに、論理的思考能力を身につけることを目標とします。

【授業計画】第 1回：資本主義の生成・発展と社会政策の展開
第 2回：就業構造の変化とその要因
第 3回：労働基準政策
第 4回：賃金政策
第 5回：日本の賃金構造
第 6回：最低賃金と生活保護問題
第 7回：労働時間政策
第 8回：雇用・失業問題と社会政策
第 9回：労災補償
第10回：労使関係政策
第11回：労働組合の役割
第12回：特定労働階層と社会政策①：非正規労働者と女性
第13回：特定労働階層と社会政策②：高齢者と外国人
第14回：社会政策における社会保障の役割
第15回：少子高齢化・人口減少と労働

【受講前提条件（必須科目）】
社会保障は体系的に社会政策の一部に位置づけられますが、重要な現代的課題でもあり、独立して講義が設けられて
います。興味のある人で未履修の人は、社会保障論も履修することをすすめます。



（この様式はシラバスとセットにしてホームページに掲載します） 

岐阜経済大学「社会政策」科目の受講を希望する学生にシラバスに記載されていない情報を提供します。 

科目名 社会政策 

時間割 毎週水曜日 3 時限目 13 時 00 分開始 14 時 30 分終了 

初回の授業日 4 月 11 日（水） 

講義室 9402 教室 

注意事項 自動車による来校の際は、本学北側駐車場をご利用ください。 

授業についての 

問合せ 

岐阜経済大学教務課 

Tel: 0584-77-3516 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 図 

 
交通アクセス ＪＲ大垣駅北口 A から「経大スクール」乗車。（約１０分） 

 


